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／晶
　
町
と
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
町
民
会
議
主
催
の
”
牧
水
の
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
”
が
八
月
十
四
日
（
土
）
牧
水
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
若
者
の
ふ
る
さ
と
離
れ
が
進
む
中
「
若
者
の
力

が
み
な
ぎ
る
町
づ
く
り
」
、
「
青
少
年
の
豊
か
な
心
づ
く
り
」
等
を
推

進
し
、
　
「
活
力
に
み
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ
と
」
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ら
に
お
盆
で
帰
省
し
た
方
々

に
ふ
る
さ
と
東
郷
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
い
、
お
盆
期
間
中
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
山
陰
保
育
園
児
に
よ
る
ち
び
っ
こ
太
鼓
で
幕
を
開
け
、
郷

土
出
身
歌
手
の
水
沢
明
美
さ
ん
や
演
歌
歌
手
の
香
西
か
お
り
さ
ん
の

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
そ
し
て
町
内
六
つ
の
地
区
の
盆
踊
り
大
会
が
行
な

わ
れ
、
最
後
は
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
用
し
た
冠

と
音
、
そ

し
ょ
う
！

＜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ
た
山
陰
保

　
育
園
児
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」

＜
昔
か
ら
伝
わ
る
各
地
区
の
盆
踊
り
を

　
一
同
に
披
露

亀圃、・
っw

＜
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
ふ
れ
あ
い

　
広
場
は
観
客
で
ぎ
っ
し
り

　
鴛
㌃
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　ぎ　　ト　　ヨ

鰯謡
も
凄

隠畷∫畿
？1鯉や蓄「濡

や一『●●

鞭爵
、
轟

牧水のアルバムショー
今、人気急上昇。若手演

歌歌手の香西かおりさん
■■■■臨∴繍■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　熱唱する地元出身歌手の
　水沢明美さん

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉

　　　　　　　　　巳一一》う門③

「鹸糀あい遍信」アンケート調査の紬果1こついて

　昨年10月に開局した「ふれあい通信」では、開局後半年を過ぎた今年4月から5月にかけて町内全世帯を対象

にアンケート調査を実施いたしました。この調査は、ふれあい通信開局以来毎日こ“利用いただいた中で、町民が

どのような感想を持たれたか、どのような情報を望んでおられるのか、そしてどんな番組作りを期待されるのか

など、利用者の意見・要望を聞く目的で実施したものです，

　回収率は未加入者を含めると56．4％と予想を下回ったものの、回答のあった中にはいろんなこ意見・こ要望が

ありました、これらの貴重な利用者の声を参考にし、これからの「ふれあい通信」にできる限り取り入れていき

たいと思っています．調査項目の内主なものを報告いたします、
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い
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三
、
放
送
内
容
に
つ
い
て

　
0
現
在
町
（
行
政
）
か
ら
の
お
知
ら

　
せ
が
主
で
す
が
、
情
報
旦
里
・
内
容

　
に
つ
い
て
は
…
？

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ガ
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適
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翫
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当
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な
い
　
　
砺
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コ
リ

・
わ
か
ら
な
い
　
　
乳
％

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
（
児
童
の
作

文
・
昔
の
く
ら
し
等
の
紹
介
）
を

週
一
回
放
送
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
、
編
集
に
つ
い
て
は
…
？

　
　
　
　
　
　
　
　

・
適
当
　
　
　
　
飢
％

　
　
　
　
　
　
　
さ

・
適
当
で
な
い
　
　
肥
％

・
わ
か
ら
な
い
　
　
㎜
％

利
用
者
の
声

O
放
送
（
情
報
）
内
容
に
つ
い
て

・
町
外
の
行
事
等
も
紹
介
し
て
も
ら

　
い
た
い
．
．

・
農
畜
産
物
や
木
材
市
況
を
詳
し
く

聞
き
た
い
。

・
朝
、
天
気
予
報
を
言
っ
て
ほ
し
い
。

・
町
議
会
の
様
子
（
中
継
）
が
聞
き
た
い
。

・
各
区
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
き
た
い
。

・
な
る
ほ
ど
と
思
う
事
も
度
々
あ
り

　
た
め
に
な
り
ま
す
。

・
年
配
の
方
の
昔
話
し
が
聞
き
た
い
．
．

・
J
A
と
連
絡
を
と
り
農
林
関
係
を

　
放
送
し
て
ほ
し
い
。

o
そ
の
他

・
放
送
回
数
は
】
日
二
回
で
よ
い
。

↑
情
報
の
取
材
活
動
を
も
っ
と
や
つ

　
て
ほ
し
い
。

・
用
件
以
外
の
話
し
が
長
す
ぎ
る
。

・
月
曜
日
の
放
送
（
児
童
の
作
文
）

　
が
大
好
き
で
す
．
、

・
組
合
単
位
の
放
送
が
で
き
な
い
か
。

・
こ
の
様
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
町
民
の

意
見
・
要
望
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
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〆チ冤

蹴
は
わ
た
し
た
ち
の
町
の

　
　
　
　
経
済
資
源
で
す

　
森
林
で
は
大
き
な
木
か
ら
小
さ
な

草
木
が
土
壌
や
豊
か
な
太
陽
の
恵
み

を
受
け
て
生
育
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ

豊
か
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
古
く
か
ら
木
材
が
日
常
生

活
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
．
、
住
居
や
生

活
用
具
に
も
広
く
利
用
さ
れ
、
ぬ
く

も
り
の
あ
る
建
物
、
家
具
な
ど
の
材

料
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
紙
な
ど
の
原
料
で
あ
る
．
パ
ル
．
フ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
し
い
た
け
や
竹
の
子
な
ど

の
ほ
か
木
炭
、
竹
材
な
ど
特
用
林
産

物
も
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
、
私
た
ち

の
生
活
に
幅
広
く
役
立
っ
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
は
木
材
か
ら

山
菜
ま
で
多
く
の
産
物
を
生
み
出
し

て
、
経
済
的
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
．
、

園
＋
一
八
昌
羅

　
「
八
」
を
組
み
合
せ
て
、

　
「
木
」
と
い
う
字
に
な
る

　
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を

　
「
木
の
日
」
と
呼
ん
で
い

　
ま
す
。

　
　
今
月
は
森
林
に
つ
い

　
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

倫・φ島㍗

－
盛
懲

　
　
は
生
活
環
境
に
も

蹴　
　
　
大
き
な
役
割
を

　
　
　
　
　
果
し
て
い
ま
す

　
け
わ
し
い
山
地
は
大
下
等
に
よ
り

土
砂
崩
れ
の
災
害
が
発
生
し
や
す
い

地
形
に
あ
り
ま
す
が
、
大
地
に
大
き

く
根
を
は
っ
た
樹
木
は
国
十
を
守
り

水
資
源
の
か
ん
養
、
大
気
の
浄
化
な

ど
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
大
変
貴
重

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
地
球
の
温
暖
化
、
野
生
生

物
の
減
少
な
ど
地
球
環
境
問
題
も
大

き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

森
林
に
対
す
る
公
益
的
な
役
割
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
適
正
な
管
理
と
秩
序
を
も

っ
て
利
用
す
れ
ば
、
木
材
等
の
林
産

物
の
供
給
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を

与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
ん
な
の
力
で
緑
を
守
り
、
育
て

ま
し
ょ
う
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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　　　　　　　　　　ケ　ド　　　ミラ　　　フす　チダ
　アイルランドでは「Cead　Mile　Failte」という挨拶を

よく使います。簡単に言えば「アイルランドへようこそ」

という意味ですが、この言葉は心からの歓迎と暖いもてな

しを表わしています。もし、みなさんがアイルランドに行

ったら気さくに歓迎してくれるでしょう。

　アイルランドとアイスランドの発音が似ているところが

らよく誤解されます。アイルランドは冬の間は寒いけれど

アイスランドほど寒くありません。冬でも山間部以外で雪

を見ることはありません。

　B本のマスコミでは、アイルランド

のことについては余り聞きません。日

本人はイギリスのことはよく知ってい

ますが、アイルランドがその隣の島、

といっことを知っている人は余りいな

いようです。イギリスの北西沖に位置

する人口約350万人の国アイルランドは

古くから自然豊かな「エメラルドの島」

として知られています。また「聖人学

者の島」だと言われて、アイルランド

は長い教育の歴史をもっているのです。

　人口の多くが若年層で占められており

％となっています。

　　　　　　箋．
　＿一蛭’．蜜無一

25歳以下は約46

陥’16（三重，

ます。

　畜産（主に畜牛〉とその製品（主として牛乳）が農業総

生産額の88％以上を占めています。製造業の主要分野は食

品・飲料と機械エンジニアリングです。現在ECの主要参

加国として、EC統合市場での貿易による利益が多くなっ

ています。

　アイルランドではサッカー、競馬、ゴルフが大へん人気

のあるスポーツです。一日のゴルフ料金は4千円程度です．

劉額嗣
　　　▲東郷小学校での英会話教室

　四方を海で囲まれたアイルランドの国土面積は70，282㎞f

です。

　農業はアイルランド経済で最も重要な産業の一つであり

牧畜と酪農は農業の中で抜きんでて重要な分野となってい

最も人気の高いスポーツは国技でもあ

るガーリック・フットボールとハール

ングであり、専ら国内でのみ行なわれ

ています。またハンティングや射撃、

フィッシング、馬術、競馬等の分野で

も高い評価を得ています．
　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　ボ　　　　　ラ
　さよならの時の「GoN－eiri　an

ボ　ハヒし　　　　　レツノ

bothar　leat」という挨拶は昔のアイ

ルランド語で「早く安全に家に帰って

ください」という意味です。

　このコーナーは今月から新しく設けたコーナーです．

コーナーのタイトルも「エデルの℃歪ad　Mne距ilte’」

とエデルが名付け、文字もエデル本人が書いています。

　これからずっと読んでくださいね．

ξ9活乏謝競・一・些乏5鮮、一。名篇螺＼一。匁循鰯一丸’％二翻’＝鞭旗気’弘蹴『鞭泓ぼ占；プ、礁「紬齢渉＝詑6二杢・

昂
る
虐
と
市
場
シ
り
ー
ス
4

　
年
間
八
百
万
円
を
売
り
上
げ
る
、

”
ふ
る
さ
と
市
場
”
で
は
、
ど
な
た
が

一
番
の
稼
ぎ
頭
で
し
ょ
う
か
…
。

　
（
上
表
）

　
「
六
十
七
歳
で
八
十
六
万
円
、
ベ

ス
ト
十
位
の
平
均
年
齢
が
六
十
歳
」

と
は
す
ば
ら
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん

か
！

　
A
さ
ん
は
あ
く
巻
き
を
中
心
と
し

た
加
工
品
と
漬
物
類
で
二
千
八
百
個

を
即
売
し
て
い
ま
す
。

　
品
種
別
の
稼
ぎ
頭
が
下
表
で
す
．
、

昔
な
つ
か
し
い
“
あ
く
巻
き
・
だ
ん

ご
・
ぼ
た
も
ち
”
は
自
慢
の
手
づ
く

り
の
品
で
す
。

琢9活乏謝競・一・些乏5鮮、一。名》ス螺＼一

　年間売上ベスト10（平成4年度）

1．個人売上

順位 氏　　　名 売　　上　　額 数　　量
1位 A　　さん 864，000円 4，038

2位 B　さん 662，000円 2，637

3位 C　さん 613，000円 2，436

4位 D　さん 519，000円 826

5位 E　さん 436，000円 3，859

6位 F　さん 363，000円 2，077

7位 G　さん 302，000円 2，165

8位 H　さん 300．000円 556

9位 1　さん 293，000円 1，538

10位 J　さん 258，000円 1，755

　
対
前
年
度
と
の
比
較
で
も
六
五
％

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蓉
一
知
一
み
回
　

　
A
コ
ー
プ
店
内
で
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
朝
ど
れ
の
新
鮮
な
野
菜
類
を

　
出
品
し
ま
せ
ん
か

▼
納
品
時
間

▼
残
品
の
引
取
り

▼
値
段
・
乱
姿

▼
手
数
料

毎
朝
九
時
ま
で

夕
方
か
翌
朝
の

納
品
時

個
人
で
決
定

＋
五
％
以
内

※
お
問
い
合
わ
せ
ば
役
場
農
政
課
へ

2．種類別売上

順位 品　　　名 売　上　額 前年度
1位 あ　く　巻　き 782，000円 ①508，000円

’2位 乾　　椎　　茸 636，000円 ③361，000円

3位 牧　水団子 508，000円 ②394，000円

4位 生　　椎　　茸 346，000円 ④213，000円

5位 あ　　　　　げ 210，000円 ⑦149，000円

6位 柿 195，000円 ⑤156，000円

7位 豆　　　　腐 195，000円 ⑥153，000円

8位 桃 191，000円 ⑮　88，500円

9位 ぼた　も　ち 173，000円 ⑳　42，700円

10位 里　　　　　芋 168，000円 ⑪　99，200円

★町回に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

r
．

墨＼
＼ドこ轟

、鳶

魯
ド

惹

　　　　　塀8ご’り⑤

薩峠による被＿蓉

　3億6，876万’円

讐
欝

鍵
棚試

藤
繋

　
　
醸
、
一義

曝

誉
縫
帯

。
住
宅
被
害

・
床
上
浸
水
　
　
二
五
件

・
床
下
浸
水
　
　
十
三
件

・
そ
の
他
の
家
屋
被
害
　
十
一
件

。
非
住
家
被
害
　
三
三
件

O
避
難
し
た
世
帯
　
三
六
世
帯
三
コ
人

。
被
害
額
（
千
円
）

・
住
宅
被
害

・
公
共
文
教
施
設

・
農
林
水
産
業
施
設

・
公
共
土
木
施
設

・
農
産
被
害

・
林
産
被
害

・
畜
産
被
害

・
商
工
被
害

・
そ
の
他

麟韓。
住
家
被
害

・
半
壊
四
件

・
一
部
破
損

○
非
住
家
被
害

。
公
共
建
物

・
避
難
し
た
世
帯

。
被
害
額
（
千
円
）

・
住
宅
被
害

。
公
共
文
教
施
設

。
農
林
水
産
業
施
設

・
公
共
土
木
施
設

・
農
産
被
害

・
林
産
被
害

・
畜
産
被
害

・
商
工
被
害

・
そ
の
土

着
織
難
叢

　
九
、
九
四
〇

　
一
、
一
八
五

一
〇
一
、
一
五
〇

三
七
、
九
三
〇

三
五
、
一
七
〇

　
七
、
○
○
〇

　
三
、
二
〇
〇

二
五
九
、
五
〇
〇

　
八
、
七
六
〇

　
　
　
　
輔

　
　
　
　
醤

一
六
五
件

四
四
件

　
八
件

　
七
〇
世
帯

工
公
＝
人

四
〇
、
八
八
〇

　
二
、
二
〇
〇

＝
四
、
七
八
七

　
一
、
○
○
〇

九
一
、
五
二
〇

四
五
、
六
一
〇

二
九
、
〇
二
〇

　
六
、
六
〇
〇

三
七
、
一
五
〇

り

魚
つ
り
や
川
あ
場

　　

@
び
健
注
意
1

ダ
ム
放
水
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
お
ぼ

　
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
〃

★
　
ダ
ム
（
大
内
原
ダ
ム
）
の
水
を

　
放
流
す
る
と
き
は
サ
イ
レ
ン
が
次

　
の
よ
う
に
鳴
り
ま
す
。

o
　
放
水
を
開
始
す
る
前
及
び
放
水

　
量
（
毎
秒
）
千
ト
ン
～
二
千
ト
ン

　
ま
で
、
五
百
ト
ン
を
越
え
る
毎
に

　
サ
イ
レ
ン
が
三
回
鳴
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
十
秒
サ
イ
レ
ン
十
秒
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　

　
一
分
　
休
み
　
　
一
分
　
休
み
　
　
一
分

。
　
放
水
量
二
千
五
百
ト
ン
か
ら
五

　
百
ト
ン
を
越
え
る
毎
に
サ
イ
レ
ン

　
が
六
回
鳴
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
ト
少
サ
イ
レ
ン
ト
シ
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
分
　
休
み
　
　
一
分
　
休
み
　
　
一
分

サ
イ
レ
ン
ー
「
少
サ
イ
レ
ン
↑
少
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
分
　
休
み
　
　
一
分
　
休
み
　
　
一
分

★
　
あ
な
た
の
い
る
場
所
に
雨
が
降

　
っ
て
い
な
く
て
も
、
上
流
で
雨
が

降
っ
た
ら
放
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
　
発
電
所
の
下
流
で
は
、
天
気
が

　
よ
い
日
で
も
急
に
川
の
水
量
が
増

減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

せ
　
ミ
　
ミ
　
ミ
ロ
　
ミ
マ
　
ヨ
コ
リ
　
ミ
　

ミ
　
　
ヨ
こ
　
き
　

ミ
リ
　
ョ
マ
　
ミ
　
ミ
リ
　
ミ
　

ミ
　
　
　

ロ
ミ
　
ミ
マ
　
き
　

ロ
ミ
　
ミ
リ
　
　
ロ
ロ
　

　
夜
の
歩
行
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

　　

@　

@　

K
ず
ラ
イ
ト
を
携
行
し
よ
う
　
脚
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覇
で

難
灘
灘
欝
輪

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
蘇

据
真
暗
い
田
舎
の
道
路
で
起
こ
っ
た
バ
　
　
り
酒
を
飲
み
懐
中
電
燈
も
つ
け
ず
、

　膨

赴
ｽ
禦
到
擁
卸
輩
勘
議

藩
論
麟
鑛
　

流網

M
雲
　
灘

饗
ほ
鑛
秘
隠
賑
　
　
　
　
講

酬
ン
ド
ル
の
左
で
は
ね
と
ば
さ
れ
て
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜥
の

総締

T
噛
雛
　
　
　
撚

簾
遡
霧
蹄
…
死
轟
一
麟
　

1

椎 諸 北 西 南 東 門 日

計 葉 塚 郷 郷 郷 郷
l
l
l 向

村 村 村 村 村 町 町 市

486 3 2 4 4 9 19 85 360 件 人
（34） （0） （0） （0） （1） （3＞ （1） （6） （23） 数

11 1 0 0 3 0 0 4 3 死
身

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） 者
事

627 1 2 4 3 5 25 109 478 傷
（43） （0） （0） （0） （1） （0） （3） （7＞ （32） 者 故

3971 106 94 45 64 44 220 605 2793

事物
：コ11 （5） （7） （2＞ （6） （0）

㈲
（43） I194．故損



1　
⑥

・
り
…

ハう
も

亀
う
…

ど鞍4

⑩⑩⑨まち6アルバム蹴
燦デューク・エイセス

　　　　さわやかコンサート
8月20日1金）

登

噸　11

一　　　　　　　　　一

＿£』＝＿も、 曜

　　ポピュラー音楽の第一人者であるデューク・エイセ

　スコンサートが昼と夜に分けて開催されました．

　夏休み期問中とあって昼間は小中学生を対象に行な

　われ、夜は一般の方を対象に、それぞれ対象者に合っ

．たプログラムで、さわやかな歌声を聞かせてくれまし

　た。

－㎜－】【ヨ：軍－－ーコ【五■＝皿ヨτ茎－Zコ【璽璽；】【－－】コ［【竃一蓋丑コ【■互茎玉玉］【＝【－互重重亙】【軍」［皿璽■－皿；■ーコ【

　夏休みを利用した

　　　　　　文化財めぐり教室　　　：

8月24日（印　　　　　　　　　　　　　　　　・

U

○

「生涯学習元年二と位置づけられた今年、夏休み中の

児童を対象に、町内の文fヒ財めぐり教室が行なわれま

した。

　参加者は事前に申込みのあっていた児童19名で、講

師の都甲鶴男さんから昔からの由来や逸話の説明があ

ると、どの子も興味深そうに聞き入っていました．

　どうやら今年の夏休みの貴重な野外学習になったようです．

茎コ【｝＝璽璽重葦：：三重軍三夏重三葦豆三豆茎．三＝重重：豆三三．三＝．茎「．三三三重豆と茎至三璽＝茎互軍．翌＝星＝重軍ヌ「玉＝茎＝【．重葦亙コ【－一＿一　　　一」五玄重至Z＝茎＝茎－＝．ーコ【－＝茎＝■］【■互

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工デル・クイーンの一日園長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月10日㈹　～特別養護老人ホーム牧水園～

　園では毎年9月に敬老月間の行事としてL一日園長“を

実施しています，今年は国際交流員のエデル・クイーンさ

んが一日園長として委嘱されました、

　朝、委嘱状が交付されるとすぐに朝礼・園内の巡視、そ

して入園者たちとの交流会と、いろいろな行事をこなして

いきましたが、さすがに慣れない土地で初めての体験とあ

って気疲れもあったようです．　「入園者が一一生懸命に作っ

た焼き物などをみてたいへん感動しました。とても勉強に

なりました，」と感想をのべていました．

L

凝
肖

■－．翼互ーコ【翼一－＝【n＝星互一葦∫夏璽葦互互茎ヌニ軍耳翼軍一．三夏：至－亙茎軍登重…茎］［矯【三重三璽軍軍里．里三茎＝．＝三〔nΣ重璽茎至至翼互耳茎亙要豆

　　消防団ソフトボール大会

9月12日（，）鍵蜘礎ノ 堰｡』一幽臨幽

－
．
“

　
　
訴
．

　
　
鉢

黒でコ縛

「消防団員相互の親睦と、各部の一致団結したところをスポ

ーツの場でもアピールしよう！」…そういった消防団の活

性化を目的に、消防団の部長会が主催する、ソフトボーノレ

大会が開催されました．

　今年で17回目となった本大会の結果は次のとおりです．

　　　　優勝第2部（福
＼ジ、　　2位第3部（迫野内）
ζ越
き羅》．、　3位本部（役場）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　
⑦」8一

野
正
義
・
ん
（
6
2
歳
）

　
現
在
日
向
市
に
お
住
ま
い
で
、
奥

さ
ん
と
二
人
暮
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
野
さ
ん
は
月
に
十
日
ほ
ど
測
量

会
社
で
働
き
、
そ
の
合
い
問
を
み
て

実
家
の
跡
地
に
植
え
た
シ
キ
ミ
の
管

理
に
週
｝
回
東
郷
町
に
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

o
出
身
地

　
仲
之
　
深
谷

。
生
年
月
日

　
昭
和
六
年
五
月
十
一
日

。
現
在
の
住
所

　
日
向
市
富
高

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

　
　
　
　
　
戦
争
中
の
苦
し
か
っ
た
こ
ろ

　
私
は
現
在
日
向
市
に
住
ん
で
お
り

東
郷
町
を
離
れ
て
四
十
一
年
目
と
な

り
ま
す
。
勤
め
の
関
係
で
県
外
な
ど

で
過
ご
し
、
定
年
で
現
住
所
に
落
着

き
ま
し
た
。

　
鮭
は
生
れ
た
川
へ
帰
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
私
も
故
郷
の
近
い
所
に
落

着
き
ま
し
た
。

　
さ
て
私
の
故
郷
で
の
思
い
出
は
戦

争
で
す
べ
て
が
支
配
さ
れ
た
時
代
で

の
こ
と
で
す
。
小
学
校
へ
入
学
す
る

頃
は
戦
争
が
拡
大
し
て
物
不
足
と
な

り
冬
の
寒
い
日
で
も
裸
足
で
学
校
へ

通
い
ま
し
た
。
病
気
で
も
す
る
と
家

計
は
困
り
重
病
人
で
も
医
者
に
か
か

る
こ
と
も
出
来
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

遊
び
は
自
然
相
手
で
夏
休
み
は
午
前

中
農
作
業
を
手
伝
い
午
後
は
川
へ
行

き
増
水
し
た
川
で
も
平
気
で
泳
ぎ
ま

守
っ
＝
ぼ
し
い
…
自
然
環
境

　
生
活
の
豊
さ
と
共
に
自
然
環
境
の

悪
化
が
目
立
ち
ま
す
。
拡
大
す
る
ご

み
処
理
な
ど
深
刻
な
問
題
の
解
決
は

重
要
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

又
、
車
社
会
で
の
空
缶
な
ど
不
法
投

棄
を
何
と
か
し
な
い
と
増
大
す
る
一

方
で
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な

り
ま
す
。
最
近
一
部
の
市
町
村
で
は

投
棄
防
止
条
例
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

◆

す
が
町
で
も
研
究
さ
れ
て
は
と
思
い

ま
す
。
幸
い
東
郷
町
は
今
の
と
こ
ろ

河
川
の
汚
濁
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
問
題
は
住
民
の
協
力
が
何

よ
り
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
難
し
い

問
題
と
は
思
い
ま
す
が
、
県
内
で
も

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
是
非
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

▲幼い頃よく遊んでいたとい
　う清き坪谷川（仲深付近）

し
た
。
鮎
や
鰻
な
ど
も
よ
く
と
れ
た

も
の
で
す
。
小
学
校
六
年
生
頃
は
戦

火
が
烈
し
く
な
り
学
業
よ
り
奉
仕
活

動
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
に

私
達
の
体
験
し
た
不
幸
な
戦
争
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
然

の
多
い
東
郷
町
が
生
活
豊
か
な
町
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

共
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。レ

環
境
破
壊
は
こ
ん
な
所
か
ら
：

久
び
さ
に
友
尋
ね
し
に
住
家
の
み
語

　
る
人
な
く
佗
し
く
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

雨
あ
が
り
遠
く
に
見
え
る
尾
鈴
山
雲

　
を
い
だ
き
て
墨
絵
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
利
江

雨
の
中
見
事
に
咲
き
し
か
の
子
百
合

　
黒
き
大
蝶
離
れ
ず
に
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

知
曳
ざ
り
し
御
詠
歌
の
道
奥
深
し
教

濃
る
困
臥
き
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

　
　
、
　
驚
　
’

年
回
講
篇

七
矯
舞
悪
の
窓
と

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

長
病
み
の
吾
が
散
策
の
せ
ま
け
れ
ど

　
鹿
の
子
百
合
一
輪
揺
る
る
が
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

何
時
見
て
も
明
か
り
の
消
え
ぬ
真
向

　
か
い
の
な
ぜ
か
気
に
な
る
老
人
ホ

　
ー
ム
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

生
み
そ
を
銘
茶
で
す
す
れ
ば
な
つ
か

　
し
き
山
で
メ
ン
バ
の
昼
飯
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

立
秋
の
稲
田
台
風
に
倒
れ
し
を
弔
う

　
如
く
赤
卒
群
れ
翔
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14＞まで〉
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☆★☆東郷幼稚園☆★☆

◎

嚢
㊨魑

へ　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　ゲ

掌噸　騨鱗
▲「夏休みの思い出」

　　　小野田の
　矢野哉也くん・4颯

父：矢野信平さん

母：　美春さん
O好きな食べ物は？

　いちご・かき
。好きなテレビ番組は？
　ク’リットマソ

O大きくなったら何になり
　たいですか？

　おもちゃ屋さん轡
りJoo馬5e

）

酔

　　　鶴野内の
　寺原有紀子ちゃん6歳．

父：寺原孝治さん
母：　　明美さん
O好きな食べ物は？

　メロン・パイナソプル
○好きなテレビ番組は？

　セーフームーン
O大きくなったら何になり
　たいですか？

　ケーキ屋さん

「夏休みの思い出」

　　　　　　ひ妙、鱗
　　　　　　　　　＿窟1
　　　　　　　　’∫謬で一礼！
　　　　　　　　　＼

！宴！㌧い〉

謄1　・1！
　　う潔興　　　　　　晦

糖

▼　　

Y
三

・
T
・
γ
・
7
・
Y
・
7
・
γ
・
γ
・
Y
。
γ
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
γ
・
7
・
7
・
γ
・
γ
・
Y
。
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
▼
・
γ
・
γ
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
。
7
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
ヤ
・
Y
・
マ
・
ヤ

街の吉舌題

第2回牧水公園
写真コンテスト入賞者発表．イ！

　今回で2回目をむかえた
牧水公園写真コンテストに
は町内　から2　（39点）

の応募　　　　』正な審査

の結　　曲．　　一賞され
　　　サ　　　　ヘイ　モ

牧お繋目劉隣鯖

熱蕊漁；
傘1鞭i撚li

湯翻1
　　　　　　事
　　　　　　　　　　と　　　　　　　ヲ
※　今回応募のあった全作品を

　町総合文化センターで展示し

　ています。

■■醒野饗閣■

▲金賞となった作品「公園の朝」

　　　　　　　　　　　　　　一　レ　　　　　　　　　　　　P岬‘隔　．印　　　　　　　　　　嘲囎門1圏皿隔　　　　　　　　’．　　　　’”　　　　9　r　脚．．．．し　　F門、、旧．F開、り　　・．殉困　　、　　．1唱「剛　、　　【闇
嗣　　　　　1「

動
勃
②
㊨
勤

有
限
会
社稲

田
建
設

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
】
五
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
田
）

T
E
L
⑲
2
4
6
0

F
A
X
⑳
2
4
6
0

代
表
取
締
役
　
稲
田
重
行

…
o
設
立
年
月
日
は
？

　
　
　
平
成
三
年
七
月
一
日
で
す
・

…
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

㎡
　
　
男
五
人
・
女
二
人
の

ド
計
七
人
で
す
。

擢
。
会
社
の
仕
事
の
内
容
は

一
？

㌦
　
　
一
般
土
木
工
事
一
式

㎝
で
す
．

……
o
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
・

…
　
　
親
切
・
丁
寧
を
モ
ツ

n
　
ト
ー
に
奇
麗
な
仕
事
を

　
心
が
け
て
い
ま
す
。

⑳

O
町
民
に
何
か
一
言
あ
り
ま
せ
ん
か

　
う
＝

　
主
任
・
従
業
員
を
募
集
し
て
い

　
ま
す
．
希
望
さ
れ
る
方
は
い
つ
で

　
ノ
u
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
、煙

　　　　　　　r　　　‘伽　　　　　・　　．　　噂　　　し　　　　　1　5　　　　　　■
●　　　　　幽

　　　　　　　　　，　　　　　・　　　　　　　●　　．　　國　　　　　■　　．　　冒　　　幽　　　　　冒　　」　　　　　　鞠9　　．　　■

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　
⑨」

國 ⑮
大
腸
が
ん

　
　
早
期
発
見
の
た
め
に

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
日
吉
利
昭

　
か
つ
て
わ
が
国
の
が
ん
死
亡
の
中

で
、
約
半
数
を
占
め
て
い
た
の
は
胃

が
ん
で
す
が
、
最
近
は
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
．
．

特
に
＼
大
腸
が
ん
が
著
し
い
よ
う
で
す
．

　
そ
こ
で
便
潜
血
検
査
に
よ
る
検
診

が
全
国
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
．
．

　
一
つ
の
簡
単
な
方
法
と
し
て
は
、

検
診
を
毎
年
き
ち
ん
と
受
け
る
こ
と

で
す
。
大
腸
が
ん
は
発
育
が
遅
い
も

の
が
多
く
、
毎
年
検
診
を
受
け
て
い

れ
ば
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
は
ぐ
ん
と

少
な
く
な
り
ま
す
。
検
診
を
受
け
な

か
っ
た
と
き
は
同
様
の
検
査
が
病
院

で
で
き
る
の
で
（
こ
ち
ら
は
有
料
で

す
）
、
一
年
に
一
回
は
こ
う
い
つ
た
検

査
を
勧
め
ま
す
。

　
ま
た
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
時

は
大
腸
が
ん
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

便
潜
血
の
検
査
を
し
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
一
．

一、

ｺ
血
（
便
に
血
が
つ
い
て
い
る
）

　
が
あ
る
と
き
．
．

二
、
残
心
感
．
特
に
最
近
急
に
出
て

　
き
た
と
き
．

三
、
便
が
細
く
な
っ
た
と
き
．

四
、
排
便
の
数
が
多
く
な
っ
た
と
き
，

　
な
ど
、
加
え
る
な
ら
ば
、
3
親
等

以
内
の
血
縁
者
に
大
腸
が
ん
に
な
っ

た
人
が
い
る
な
ら
ば
、
普
通
の
人
よ

り
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
検
査
で
陽
性
な
ら
ば
次
の
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
こ
れ
を
し
な
い
と
検
診
を
受
け
て

も
意
味
が
な
い
）
．
　
】
般
的
に
注
腸
X

線
検
査
（
バ
リ
ウ
ム
を
お
し
り
か
ら

入
れ
る
）
と
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
．
患
者
の
希
望
に
よ

り
前
者
だ
け
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
両
者
を
勧
め
ま
す
．
．
と
い

う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
に
一
長
］

短
が
あ
り
、
互
い
に
補
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
．
．

　
現
在
で
は
、
早
期
大
腸
が
ん
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

治
療
方
法
も
多
く
な
り
、
今
ま
で
の

よ
う
な
手
術
を
行
う
こ
と
な
く
内
視

鏡
検
査
の
延
長
で
が
ん
な
ど
を
切
除

す
る
試
み
（
粘
膜
切
除
術
と
い
う
）

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は

こ
う
い
つ
た
も
の
も
一
般
化
さ
れ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
と
に
か
く
何
の
病
気
で
も
同
じ
こ

⑯歯科医師会だより
　
こ
れ
ま
で
噛
む
こ
と
、

噛
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
、
子
ど
も
に

し
ぼ
っ
て
、
噛
め
る
子
ど

も
に
育
て
る
た
め
に
、
毎

日
の
食
生
活
で
注
意
す
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
噛
む
こ
と
の
基
本
は
、

正
し
い
食
生
活
を
送
れ
ば
、

自
然
と
上
手
に
噛
む
よ
う

に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

に
は
朝
昼
晩
の
3
食
と
、

お
や
つ
を
決
ま
っ
た
時
間

に
与
え
る
こ
と
が
原
則
で
す
．
つ
ま
り
、

早
寝
早
起
き
を
さ
せ
、
生
活
の
リ
ズ

ム
を
つ
け
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
間
食
が
多
す
ぎ
る
と
ダ

ラ
ダ
ラ
食
べ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
け
じ

め
が
っ
か
ず
食
欲
の
な
い
子
ど
も
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
単
に
規

則
的
に
与
え
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
、

食
事
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
食
卓
で
の
会
話
が

少
な
い
と
か
、
食
事
中
に
テ
レ
ビ
が

つ
い
て
い
て
は
子
ど
も
の
気
が
散
り

ま
す
し
、
子
ど
も
に
注
意
や
小
言
を
言

っ
た
り
、
独
り
ぼ
っ
ち
で
食
事
を
さ
せ

た
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の
食
事
も
台
な

し
で
す
。
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
丑
ど

も
の
喜
ぶ
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
で

も
、
加
工
食
品
や
歯
ご
た
え
の
な
い

も
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
．
、
こ

こ
は
や
は
り
お
母
さ
ん
の
腕
の
み
せ

所
で
す
。
味
付
け
や
盛
り
付
け
、
形
、

器
な
ど
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
も
し
噛
み
方
、
食
べ
方
の
お
か

し
い
場
合
は
叱
ら
ず
、
正
し
い
噛
み

方
を
繰
り
返
し
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
ほ
め

て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
ど
う
し
て
も
な
お
ら
ず
、
舌
や

唇
の
動
き
が
お
か
し
い
場
合
は
、
歯

科
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
で
す
が
、
早
期
発
見
早
期
治
療
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
今
回

の
お
話
し
を
終
わ
り
ま
す
．

●部位別がん死亡割合（％）1990年

　　男性のがん死　BOβ95人 女性のがん死　87，018人

胃
20，2

’大腸蜀』

l13．爵肺

卿　　　　lLO
　＝：噛　ノイ

道胆　
　
臓
9

・
偉
．
、　

　
膵
臥

　
　
　
房
7

　
　
　
乳
a

宮
3

子
翫

巣
7

卵
乙

繋
　　4　1

三毛

　
　

口
乞

　
2

その他

白血病
2．5　胆道

　　　3．9

「　監

　　　膵臓
食道
　　　5．6
4．6

表
紙
へ
牧
水
○
一
た
、
の
解
説
－

　
こ
の
歌
は
第
四
歌
集
『
各
卜
L
艮
』
に

あ
り
、
牧
水
二
十
五
歳
（
明
治
四
卜

三
年
目
の
詠
草
で
す
．
．
こ
の
年
の
四

月
、
第
三
歌
集
『
別
離
』
を
出
版
し
た

牧
水
は
各
方
面
か
ら
賞
讃
を
浴
び
名
声

は
あ
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
初
恋
の

破
綻
か
ら
心
身
と
も
に
疲
労
こ
ん
ぱ
い

し
て
お
り
、
九
月
初
め
漂
泊
の
旅
に
出

ま
し
た
、
東
京
を
出
発
、
山
梨
県
境
川

村
に
友
人
飯
田
蛇
笏
を
訪
ね
、
十
日

間
滞
在
し
た
後
、
長
野
県
に
入
り
、

信
州
小
諸
に
行
き
、
岩
崎
と
い
う
門

下
の
勤
め
て
い
る
田
村
病
院
の
二
階

の
＝
至
に
落
ち
つ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
牧
水
は
十
一
月
半
ば
ま
で
こ

こ
に
滞
在
し
て
浅
間
山
の
麓
を
散
策

渡
邊
邦
彦

…げ畿

し
て
い
る
よ
う
で
す
．
さ
て
、
こ
の

表
紙
の
う
た
は
、
夏
も
去
り
行
こ
う

と
し
て
い
る
あ
る
日
、
ふ
と
野
原
に

見
つ
け
た
月
見
草
、
疲
れ
切
っ
て
い

る
自
分
の
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
想
い
が
し
た
の
で
し
ょ
う
．

な
お
、
『
白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る

秋
の
夜
の
』
の
歌
も
こ
の
頃
の
作
で

す
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　塘8ご’り⑩

第
1
1
回
東
郷
町
産
業

文
化
祭
農
林
産
品
展

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

農
林
業
の
振
興
と
各
種
地
場
産
品
の

「
発
掘
・
生
産
・
販
売
」
の
体
制
確

立
を
め
ざ
し
皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
の

も
の
を
出
品
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

▽
日
程
　
1
1
月
6
日
ω
～
7
日
㈲

▽
会
場
　
役
場
周
辺
を
主
会
場

　
※
詳
し
い
こ
と
は
別
途
チ
ラ
シ
を

　
ご
引
く
だ
さ
い
。

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
障
害
者
の
在
宅
福
祉
の
充
実
と
社

会
参
加
を
積
極
的
に
促
進
す
る
た
め
、

県
で
は
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
障
害
者
に
配
慮
し
た
設

備
の
整
備
状
況
を
障
害
者
に
提
供
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
た
め
の

調
査
が
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
の
協
力
を
得
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
は
十
一
月
ま
で
。
対
象
の
設

備
は
「
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
」
「
ス

ロ
ー
プ
」
「
車
椅
子
用
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
」
「
街
角
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
設
備
を
整
備
し
て
い
る

事
業
所
等
は
、
情
報
の
提
供
と
、
調

査
へ
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
情
報
の
提
供
・
問
い
合
わ
せ
ば
、

役
場
福
祉
生
活
型
福
祉
係
ま
で

契
約
書
・
遺
一
一
一
一
口
書
の

作
成
は
公
証
人
役
場
で

　
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
公
証

週
間
で
す
。

◇
公
証
人
役
場
は
国
の
期
間
で
す

●
契
約
公
正
証
書
、
遺
言
公
正
証
書

　
を
作
成
し
ま
す
。

●
契
約
公
正
証
書
は
、
法
律
に
し
た

　
が
つ
た
公
正
で
確
実
な
証
書
で
す
。

　
双
方
と
も
安
心
で
す
。

●
遺
言
公
正
証
書
な
ら
、
裁
判
所
の

　
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。
相
続
争

　
い
を
予
防
し
ま
す
。

●
公
証
事
務
の
ご
相
談
は
無
料
で
す
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

延
岡
公
証
人
役
場

〒
八
八
二
　
延
岡
市
南
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
三
番
地
一
五

　
T
E
L
（
〇
九
八
三
⑳
コ
壬
二
九

　
F
A
X
（
〇
九
八
二
）
⑳
＝
二
一
二
九

ク
ス
リ
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。

　
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
使
用
時
期
、

使
用
量
、
使
用
方
法
な
ど
を
守
り
、

使
用
上
の
注
意
を
十
分
に
参
照
し
て

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

保
管
し
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
複
数
の
病
院
を
利
用
し
て
薬
を
服

用
す
る
と
重
複
投
与
や
相
互
作
用
の

問
題
等
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物

乱
用
防
止
に
も
御
冷
亡
く
だ
さ
い
。

N
T
T
か
ら

電
話
不
通
の
お
知
ら
せ

　
最
新
式
の
デ
ジ
タ
ル
式
電
話
交
換

機
へ
の
切
替
工
事
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
十
月
七
六
木
）

の
正
午
か
ら
二
分
間
程
度
六
九
局
の

七
千
回
忌
（
仲
深
・
坪
谷
・
越
表
・

下
渡
川
）
地
区
の
電
話
通
話
及
び
同

地
域
へ
の
着
信
が
で
き
な
く
な
り
、

お
話
し
中
の
通
話
も
切
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。原

子
爆
弾
被
爆
者

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

　
県
で
は
被
爆
者
健
康
手
帳
及
び
健

康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
、
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　
受
診
料
は
無
料
で
す
の
で
、
健
康

管
理
の
た
め
に
も
れ
な
く
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
4
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
2
時
3
0
分

▽
場
所
　
日
向
保
健
所

手
話
講
習
会

　
　
　
受
講
生
募
集
／

　
東
郷
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手

話
講
習
会
（
中
級
）
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
日
　
1
0
月
8
日
（
金
）

▽
申
込
場
所
　
役
場
福
祉
生
活
課

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　
　
　
　
※
納
期
は
十
一
月
一
日

蔭
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
畝
原
誠
一
さ
ん
か
ら

　
（
榮
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
寺
原
徳
美
さ
ん
か
ら

　
（
ニ
シ
キ
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

b

◎
国
忌
の
黒
木
ア
イ
コ
さ
ん
か
ら

　
（
静
雄
さ
ん
・
6
4
歳
ご
逝
去
）

◎
椎
葉
の
植
野
幸
雄
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ヨ
さ
ん
・
9
7
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
黒
木
太
さ
ん
か
ら

　
（
市
次
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
チ
ト
セ
さ
ん
か
ら

　
（
紋
太
郎
さ
ん
・
5
7
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
橋
ロ
ア
グ
リ
さ
ん
か
ら

　
（
芳
久
さ
ん
・
6
6
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
甲
斐
定
己
さ
ん
か
ら

　
（
陽
子
さ
ん
・
5
5
歳
ご
逝
去
）

一
、
．
．

●

　
　
（
八
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

寺 小 岩 荒 小 那 西 赤

原 林 切 瀬 林 須 口
ち
や

圭 寛 優 貴 大 好 涼 ん
の

亮 明 輝 博 季 未 子 名

一 貴
繁 光 佳

一
浩劣

生 尚 男 光 夫 二 名

坪 小 寺 鶴 福 小 鶴 住
野 野 野 野

谷 田 迫 内 瀬 田 内 所

死
亡

具
福
を
祈
り

ま
す

　黒奈

木須

睦祐

子二

日八
向重
市原

氏

名

住

所

結
婚

お

幸

せ
に

一
山 寺 甲 畝 甲 海

氏

柳 本 田 斐 原 斐 野

ナ 紋
フ 陽 シ

太 ゲ

潔 ツ 郎 ミ 榮 子 子
名

79 89 57 68 83 55 71 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 坪 鶴 寺 小 坪 寺 住
野 野 野
内 谷 内 迫 田 谷 迫 所

〈町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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